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20231125（土） 上田仮説サークル2023年11月例会資料

（ NHK「笑わない数学」【虚数】、仮説『会員レポート』9月号からの資料抜粋、紹介など）

滋野小 田中浩寿

11月は、4日～5日（土～日）親子孫講座「磁石」が中野で行われ、助手をしました。板書で報告したかっ

たのですが、その後デジカメSonyブロギーがとうとう壊れて電源が入らなくなってしまい、撮っておいた写

真・動画を取り出せなくなりました（ブロギーは内蔵データ保存でSDカードなどに保存ではない）。カメラ

のキタムラに、データ復元できるか修理依頼中ですが、取り出せてもデータ量により1万5千円～数万円程度

かかるそうです。高いなあ。

11日（土）は「まちかど科学クラブ」（上田創造館）で「磁石」受講中です。渡邉先生が（まちかど通信に

も書かれましたが）「来年度はまちかど科学クラブは継続しない」とのお話をされました。今年度まで9年間

も継続して来られて、感謝であります。私が引き継げればいいのですが、今の状況では厳しいです。12月末ま

でに申請できるか検討します。

このほか、東御市特別支援教育担当者会・特コ連絡会のブロック長なので、13日（月）に、（一昨年夏に福

祉実習した）東御市社会福祉協議会の、佐藤もも子さんに講演会をしていただきました（10月にも一回行った）。

講演会の事務運営は久しぶりですが、講師選定と打ち合わせ、当日までの参加者募集・宣伝、会場準備や受付

事務・司会・講師謝礼など様々あり、一人で行うのは結構大変だと改めて感じました。でも、講師が別にいる

ので、当日は受講者として聞くことができて勉強になるのでいいです。講師と事務局全部を一人でやることは

さらに大変なことだと予想します。親子孫講座や大道仮説講座は、渡邉先生や遠藤先生がそれをやっていて、

私は当日の助手だけなので、気楽にしていましたが、事務運営の方が大変だと実感します。

14日（火）には、あおば学級グループSSTのCT（チーフ）として研究授業も行いました。指導者は長野大

学社会福祉学部の丹野先生。そんな大規模な研究授業ではないですが、一応指導案づくりや教材準備など、こ

れも結構大変です。研究授業などしばらくやってなかったので、授業力は確実に低下していますね。

さて、今回もまたまた、資料の紹介ばかりのレポートで、すみません。

(1) 以前、NHK＋で放映された、「笑わない数学」【虚数】を録画しておいて見たらなかなか面白かったの

で、紹介します。以前このシリーズの「暗号理論」について紹介したことがあります。

信濃教育会教育研究所の時に指導を受けた青木善保先生は国語の先生で良寛研究者でもあり詩人でもあられ

ますが、何年か前の年賀状に「このごろ虚数に興味をもっています」と書かれていたことが記憶に残っていま

す。国語の先生が興味をもつ虚数の世界について具体的に聞いてみたいものです。私としても、数学史的にも

たいへんためになりました。このシリーズ、なかなか面白いです。著作権の関係があるので、映像をスラック

にアップはできませんが、当日ご覧ください。

(2) 月刊誌『たのしい授業』すらこの頃あまり読んでいない状況ですが、珍しくガリ本リストから『会員レポ

ート』9月号を注文しました。この夏の霧島大会の資料も掲載されているとのことでしたので、（九州になぞ

当然）参加できなかったので、この頃の大会資料ってどんなものかなあと、見てみたいと思ったからです。

その中から、和歌山の西本紀彦さん（若い頃障害児教育関係で研究紙を購読していた記憶あり、なつかしい）

の、≪「ごめんねいいよ」指導について≫ 、および兵庫の出口陽正さん（算数数学を主に今でもいろいろと

研究実践されているなあ）の「ボクと授業記録」「中学時代の仮説実験授業が残したもの」の資料が興味深か

ったので、紹介します。ご本人にアポを取って転載を了承してもらうべきだと思いますが、スキャンしてPDF
化して紹介しても、研究会内なら許してもらえますかね。

西本さんの資料のような事態と対応は、現場ではしょっちゅう起きますので、望ましい指導（支援）のあり

方について、考えさせられました。出口さんの言う「授業記録」、自分はあまり取って来なかったのですが、

授業記録を取って振り返ることの研究的実践的意義はとっても感じています。そういえば佐久では「授業記録

を読む会」という研究サークル（社会科の初志を貫く会所属の実践者が多い会でしたが）がありましたね（今

もあります）。感想文も大事ですが、授業記録を取って振り返ることを（研究的にも）してみたいものです。

【今日は、以上です】






































